
 

 

平成 19 年 11 月 18 日 

関係者 様 

和歌山県テニス協会 

 

第第第第 11114444 回中村回中村回中村回中村達司杯ジュニアテニス大会達司杯ジュニアテニス大会達司杯ジュニアテニス大会達司杯ジュニアテニス大会    兼兼兼兼    

トヨタジュニアテニストーナメントトヨタジュニアテニストーナメントトヨタジュニアテニストーナメントトヨタジュニアテニストーナメント FOR THE WORLD CHALLENGEFOR THE WORLD CHALLENGEFOR THE WORLD CHALLENGEFOR THE WORLD CHALLENGE    2008200820082008    和歌山県予選和歌山県予選和歌山県予選和歌山県予選    

開催開催開催開催要項要項要項要項    

 

 1．主  催：和歌山県テニス協会（中村達司杯テニス大会） 

      ：財団法人日本テニス協会（トヨタジュニアトーナメント） 

 2．共  催：和歌山県テニス協会（トヨタジュニアトーナメント） 

 3．特別協賛：トヨタ自動車株式会社 

 4．協  賛：株式会社ダンロップスポーツ・SRI スポーツ株式会社 

 5．大会期日：平成１９年１２月２３日（日）・２４日（月・祝）  

 6．会  場：紀三井寺テニスコート・他 

 7．使 用 球：ダンロップ フォ－ト イエロー 

 8．試合方法：１セットマッチ（６ゲームオールタイブレーク）とする。Ｆのみ３セットマッチ。 

 9．出場資格：①15 歳以下の男女（1992 年 1 月 1日以降の出生者）で 

        和歌山ｼﾞｭﾆｱﾃﾆｽﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ 2007 ｻﾏｰｽﾃｰｼﾞ及びｵｰﾀﾑｽﾃｰｼﾞ いずれかにおいて以下の戦績を

残した選手。 

        ・15 歳以下Ｓベスト３２／13歳以下Ｓベスト８／11 歳以下Ｓベスト４ 

        ・17 歳以下Ｓ（ｻﾏｰｽﾃｰｼﾞ）に出場した 15歳以下の選手で緒戦勝者以上の者。 

        ・和歌山県テニス協会推薦の男女。 

        ②和歌山県テニス協会に加盟登録している者。 

        ③参加する選手は日本国籍を有する上記登録者とする。ただし、外国籍を有する者で本大会開

催初日を起点として、過去引き続き 24 ケ月以上日本に在住している者はこの限りで        

はない。 

※男女とも申込者多数の場合、日程の都合上、有資格者の中から 11 月 24 日発表の県ｼﾞｭﾆｱ

ﾎﾟｲﾝﾄﾗﾝｷﾝｸﾞにより選考する場合もある。 

10．大会服装：テニスウエアとする。Ｔシャツや長ズボンは不可。特にロゴマーク等に注意すること。 

11．参 加 料：2,100 円／人 

12．申込締切：１１１１１１１１月月月月３０３０３０３０日（日（日（日（金金金金）必着）必着）必着）必着 

13．申 込 先：〒640－8451 和歌山市中 639－22 

               阪中 潤 気付  和歌山県テニス協会 宛 

申込用紙に必要事項（特にｼﾞｭﾆｱ登録番号）を記入の上、学校または所属クラブで取りま       

とめて申し込むこと。また、参加料の郵便振込支払済み伝票を同封すること。 

14．振 込 先：郵便振替 口座番号 00950－5－65244 

            加入者名 和歌山県テニス協会 ジュニア会計係 

15．選考通知：①インターネット配信（ダウンロード可能） 

         和歌山県テニス協会ホームページ(http://homepage3.nifty.com/WTA/)上で公開する。 

       ②郵送希望 

         インターネット等の手段がなく、ドローを必要とする場合は返信用封筒（定形３号 

         （120 ミリ×235 ミリ） 90 円切手添貼付）に住所・氏名を明記して申込書に同封してお         

くこと。なお、返信用封筒の宛名には「御中」「様」を付けておくこと。 

16．そ の 他：イ）全国大会は 2008（平成 20）年 4月 9 日（水）～4月 12 日（土）愛知県名古屋市の東山公

園テニスセンター・瑞穂公園テニスコートで実施予定です。詳細については後日該当者に

通知します。 

       ロ）県代表になった選手は必ず全国大会へ出場すること。 

       ハ）天候その他の理由により、本大会開催要項の内容を変更することがある。 

       ニ）競技中の傷害等の応急処置は主催者で行うがその後の責任は負わない。 

       ホ）13歳以下のジュニア選手は必ず保護者・コーチなどが同伴すること。 

             ヘ）大会記録（戦績・報告・講評）及び大会期間中に主催者が撮影した動画及び静止画につい

て、その権利は全て主催者側に帰属する。 


